
と き： 令和６年８月１日（木）～１５日（木）
文化会館休館日（８月１３、１４日）を除く。

ところ： 相生市文化会館扶桑電通なぎさホール

１階エントランスホール

昭和２０年８月、広島と長崎は世界最初の原子爆弾により、一瞬にして

焦土と化し、多くの生命が奪い去られました。

相生市はこうした苛酷な歴史をふまえ、再びこの地球上に核兵器の過ち

を繰り返させず、真の恒久平和を築いていく決意を込め、昭和６１年９月

１６日核兵器廃絶平和都市宣言を行い、平成３年度から非核平和展を開催

しています。

本年度も原爆による被害の様子を正しく伝え、市民一人ひとりに「平和

の尊さ」について考えていただくため、被害の様子を写した写真パネルを

長崎原爆資料館、広島平和記念資料館からお借りして展示するほか、相生

市内小中学校の児童生徒によって描かれた「非核平和を訴える児童生徒の

絵画・ポスタ－」を展示します。

主催：相 生 市

協力：広島平和記念資料館、長崎原爆資料館

非核平和展


